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研究成果の概要（和文）： この間の活動で特筆すべきは、2011年7月25－29日、グラーツで開催された国際18世紀学会
に前々回より引き続いて、韓国学会と共催で二つのラウンドテーブルを組織し、公共知の東西比較をテーマに研究交流
を重ねてきたことである。その後、2013年5月11日のソウル大学校における韓国18世紀学会の大会では、現在国際的に
も先端を走っている日本の百科全書研究の現在を、鷲見洋一・寺田元一・逸見龍生が興味深く伝え、長尾伸一は公共知
全般について、高橋が通信使研究の新局面を報告した。同年の秋季大会でも共催のかたちで研究交流を継続し、書籍の
かたちでも早速韓国学会に受け容れられて、交流の実をあげている。

研究成果の概要（英文）：Along with other subject matters of public knowledge, emphasis was paid in this ye
ar's studies on the comparative analysis of the developments of encyclopaedic knowledge in Europe, Korea a
nd Japan. 
At the joint international workshop of Japanese and Korean Societies for 18th century studies at Soul Univ
ersity on 11th May 2013, Yoichi Sumi, Motoichi Terada and Tasuo Hemmi presented papers on Encyclop&eacute;
die in France, Hiromi Takahashi presented on Korean envoys in the Edo period and Shinichi Nagao gave the o
verview of the concept of public knowledge. Another Joint workshop was held in the Autumn Conference 2013 
of Korean Society, too.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は近年の啓蒙研究の新たな展開を
踏まえ、18 世紀のヨーロッパと東アジアを共
時的に捉える枠組みを構想し、この時代に特
有な「公共知」をこれ以後に確立された、（１）
知の公開性（２）知の有用性（３）知の「公」
の性格の先駆形態と見て、その特徴をヨーロ
ッパと東アジア双方の知的伝統の比較を通
じて明らかにしようとした。 
 東アジアにもヨーロッパの学芸共和国に
匹敵する文人社会が国境を越えて成立して
いたことを確認し、その実質的な内容も西洋
のそれに比べて遜色のないものであること
が解明されてきた。他方、百科全書研究にお
いてはデジタル化を推進し、その知の体系を
根本から解明しつつある。その双方で、本研
究会は韓国18世紀学会とも緊密に連携して、
「啓蒙と東アジア：相互性のプリズムを通じ
た 18 世紀学の構築」の蓄積を元に新しい 18
世紀研究を目指した。 
 
２．研究の目的 
 ヨーロッパと東アジアが共有した 18 世紀
の知の有り様を以下の観点から把握する。 
（１）国境を越えて公開された知の世界 
（２）近代化に結びつく知の公論への発展 
（３）科学的、技術的知の体系化と普及にお
ける知の有用性 

（４）各領域の現代的な分離を超えた領域横
断的な知の接近可能性 

（５）知のテクストの修辞的性格の高さ 
（６）異種として分化してゆく専門的知の膨
大化に対して、それらを原理的に一望
する知の包括性 

（７）以上のような状況を支える知識人と公
衆のネットワークの展開 

（８）知の流通を保障する出版文化の興隆 
こうして 18 世紀の知の固有の性格を公共
知形成の観点から究明する。 
 
３．研究の方法 
  18 世紀の公共知の形成を東西比較にて行
う。東西の百科全書の知の成立に典型的に
見られる共時的な知の構造化、および東西
の知における公共性の観念の生成、包括的
な科学的知の枠組みの成立、出版文化や公
共圏の形成などの諸観点から把握する。そ
のために研究分担者とともに各領域で一次
資料の分析し、成果を国際・国内双方の学
会・研究集会で検討をかさね、体系化を行
う。  
  
 
４．研究成果 
 最初の成果は、本研究会の前身 18 世紀科
研研究会の成果を『啓蒙と東アジア』のタイ
トルのもとに集成したことである（総ページ
１７０頁、2010 年）。本集には、孟華北京大
学教授の「ヴォルテールと孔子」と題する仏
語論文をはじめ、全メンバーの労作を収録し

た。2011 年 2 月 12 日には、同年開催の国際
18 世紀学会の予備セッションとして、二部構
成の研究会を名古屋大学で開催した。共催で
ラウンドテーブルを組織する韓国 18 世紀学
会から、Lim Misun, Jung Byung Sul, Mon Hi 
Kyung, Choi Julie, 安大会氏ら、京都から
増田真・橋本周子両氏、広島から隠岐さや
香・川和田晶子両氏の参加を得た。当の国際
18 世紀学会は、2011 年 7月 25－29 日、オー
ストリアのグラーツで、一つは Public 
Knowledge in the East and the West: 
Comparative perspective と題し、もう一つ
は In and Out of Time, East and West と
題して組織され、前者のほうで高橋は、A 
“Republic of Letters” Circulating 
around East Asia と題する発表を行い、後
に同題で『金城学院大学論集』人文科学編第
8巻第 2号（2012 年）に収録した。同テーマ
で発表したものに、「ソウルに伝えられた江
戸文人の詩文―東アジア学芸共和国への助
走―」（『一八世紀日本の文化状況と国際環
境』思文閣出版、2011 年）、「十八世紀東アジ
アを行き交う詩と絵画」（『蒼海に交わされる
詩文』東アジア海域叢書 13、汲古書院、2012
年）、「通信使行から学芸の共和国へ」（『日本
近世文学と朝鮮』勉誠出版、2013 年）などが
あり、18 世紀の東アジアでまさに the 
Republic of Letters (学芸の共和国)が日朝
中三国のあいだに形成されていたことを明
らかにした。 
2012 年 3月には、フォヴェルグ・クレール・
鷲見洋一両氏が名古屋を離れることになっ
たために、ライプニッツと百科全書をめぐる
研究会を開催した。同年 6月の名古屋大学に
おける日本 18 世紀学会にあわせ、韓国から
安大会・金時徳両氏を招いてセッションを行
い、これをきっかけに翌 2013 年 5 月 11 日、
ソウル大学校で開催された韓国 18 世紀学会
の春季大会に、本研究会から鷲見洋一・寺田
元一・逸見龍生・長尾伸一・高橋が参加し百
科全書と公共知、それに通信使をめぐる発表
を行い、韓国学会と知見を交換した。 
この間、2012 年 4月にはベルトラン・ビノ
シュ（パリ第 1大学）、2014 年 3月にはアン・
トムソン（European University Institute, 
Florence）の両氏を招いて研究会を開催した。 
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